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設
業
は
全
体
が

58時
間
、
建
築
・
土

木
の
外
勤
者
が

72時
間
と
な
っ
て
い

る
。
長
時
間
労
働
の
原
因
の
一
つ
に

煩
雑
な
書
類
作
成
が
あ
げ
ら
れ
る
。

書
類
の
簡
素
化
に
向
け
て
は
、
北
陸

地
方
整
備
局
が
特
記
仕
様
書
に
記
載

さ
れ
る
、
受
注
者
か
ら
の
「
協
議
」

事
項
を
削
除
し
、
「
指
示
・
承
諾
・

提
出
」
に
改
め
る
「
協
議
事
項
設
定

の
あ
り
方
検
証
モ
デ
ル
工
事
」
を

17

年
度
か
ら
試
行
す
る
。
受
注
者
が
感

じ
る
書
類
作
成
業
務
の
負
担
軽
減
に

つ
な
げ
て
い
く
狙
い
が
あ
り
、
意
見

交
換
会
で
日
建
連
側
の
ト
ッ
プ
で
あ

る
宮
本
洋
一
副
会
長
・
土
木
本
部
長

は
「
こ
う
し
た
動
き
が
地
方
か
ら
大

都
市
に
波
及
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
」
と
話
す
な
ど
、
受
注
者
サ
イ

ド
か
ら
は
歓
迎
ム
ー
ド
が
漂
っ
て
い

る
。■

魅
力

あ
る

建
設

産
業

■

　
今
年
４
月
に
新
体
制
が
発
足
し
た

日
建
連
。
就
任
時
に
山
内
会
長
は
、

週
休
２
日
の
実
現
を
含
む
建
設
業
就

業
者
の
処
遇
改
善
に
よ
っ
て
「
若
者

に
目
を
向
け
て
も
ら
い
、
建
設
業
の

社
会
的
評
価
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

我
々
の
使
命
だ
」と
抱
負
を
述
べ
る
。

押
味
至
一
副
会
長
・
建
築
本
部
長
も

「
ご
く
当
た
り
前
に
土
曜
閉
所
で
き

る
環
境
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
次
の

担
い
手
確
保
に
つ
な
が
る
」
と
話
し

て
い
る
。

　
公
共
工
事
を
対
象
に
週
休
２
日
実

現
の
〝
準
備
〟
が
着
々
と
進
行
す
る

な
か
、
今
後
は
如
何
に
し
て
民
間
工

事
に
波
及
さ
せ
て
い
く
か
が
焦
点
と

な
る
。
こ
の
点
を
山
内
会
長
は
、「
相

当
な
時
間
を
要
す
る
」
と
分
析
す
る

と
と
も
に
、
「
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

取
り
組
む
。息
の
長
い
地
道
な
活
動
」

と
表
現
す
る
。
ま
た
、
「
週
休
２
日

を
確
実
に
定
着
さ
せ
る
に
は
、
複
合

的
・
重
層
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
」
と
日
建
連
幹
部
が
指
摘

す
る
よ
う
に
、
適
切
な
工
期
の
設
定

や
労
賃
の
確
保
に
加
え
、
ロ
ボ
ッ
ト

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
、
プ

レ
キ
ャ
ス
ト
（
Ｐ
Ｃ
ａ
）化
の
導
入
、

機
械
式
鉄
筋
継
手
工
法
と
い
っ
た
現

場
自
体
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
も
休
日
拡
大
に
は
不
可
欠
な
要
素

だ
。

　
５
年
後
の
目
標
達
成
に
向
け
、
日

建
連
で
は
５
月

30日
に
開
い
た
推
進

本
部
の
第
２
回
会
合
で
、
週
休
２
日

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
。
会
員
企
業
と
協
力
会
社
を
対
象

に
設
問
で
は
、
基
本
方
針
に
対
す
る

「
中
間
目
標
を
設
定
す
べ
き
か
（
例
：

４
週
６
休
）
」
、
「
技
能
者
の
総
収

入
が
減
ら
な
い
こ
と
を
前
提
に
コ
ス

ト
ア
ッ
プ
を
ど
の
程
度
許
容
で
き
る

か
」
な
ど
、
実
情
把
握
に
向
け
た
作

業
に
着
手
し
た
。

　
行
動
計
画
の
策
定
ま
で
あ
と
半
年

を
切
り
、
そ
の
中
身
に
注
目
が
集
ま

る
。

き
れ
ば
、
受
注
者
が
協
力
で
き
る
こ

と
も
あ
る
」
と
、
さ
ら
な
る
情
報
開

示
を
求
め
て
い
る
。

【
技
能
者
へ
の
適
切
な
労
賃
】

も
う
一
つ
の
課
題
と
な
る
の
が
、

協
力
会
社
な
ど
下
請
企
業
へ
の
対
応

だ
。
適
切
な
工
期
設
定
に
よ
っ
て
、

土
曜
閉
所
が
定
着
し
た
場
合
、
収
入

減
を
危
惧
す
る
声
も
あ
る
。
協
力
会

社
（
同
１
３
７
社
）
に
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
週
休
２
日
に
よ
っ
て

所
得
が
減
る
と
回
答
し
た
の
が
７
割

超
＝
グ
ラ
フ
参
照
、
さ
ら
に
給
与
補

て
ん
を
必
要
と
答
え
た
元
・
下
企
業

は
９
割
で
あ
っ
た
。
実
態
調
査
が
物

語
る
よ
う
に
、
元
・
下
企
業
が
懸
念

す
る
給
与
水
準
の
維
持
は
、
避
け
る

こ
と
の
で
き
な
い
課
題
だ
。
国
土
交

通
省
直
轄
工
事
を
対
象
に
、
週
休
２

日
を
実
施
し
た
企
業
を
総
合
評
価
方

式
や
工
事
成
績
評
定
で
加
点
す
る
動

き
が
あ
る
な
か
、
休
日
に
よ
る
不
足

分
を
労
務
費
に
計
上
し
た
か
た
ち
で

入
札
し
た
り
、
月
給
制
（
社
員
化
）

を
促
進
し
た
り
す
る
な
ど
、
発
注
者

だ
け
で
な
く
受
注
者
の
自
助
努
力
も

必
要
と
な
る
。

【
書
類
の
簡
素
化
】

　
技
能
労
働
者
だ
け
で
な
く
、
技
術

者
に
対
し
て
も
長
時
間
労
働
の
是
正

は
急
務
だ
。
日
本
建
設
産
業
職
員
労

働
組
合
協
議
会
（
日
建
協
）
が
ま
と

め
た「
２
０
１
６
時
短
ア
ン
ケ
ー
ト
」

に
よ
る
と
、
全
産
業
が
月
平
均

20時

間
程
度
（

15年
段
階
の
数
値
、

16年

は
未
集
計
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
建

込
ん
だ
「
共
同
管
理
」
に
期
待
す

る
声
も
あ
が
り
、
意
見
交
換
の
場

で
も
「
工
程
情
報
を
共
同
管
理
で

水
準
や
休
日
作
業
の
割
増
料
金
な

ど
に
言
及
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
４
月

18日
に
開
い
た

初
会
合
で
は
、
当
面
の
検
討
課
題

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
基
本
方
針
を

ま
と
め
、
実
現
に
向
け
た
行
動
計

画
を
年
内
に
策
定
す
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
推
進
本
部
で
は
、

単
に
４
週
８
休
を
目
指
す
の
で
は

な
く
、
原
則
現
場
で
の
土
曜
閉
所

を
目
標
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

「
土
日
休
み
が
当
然
の
環
境
で
な

け
れ
ば
、
将
来
の
担
い
手
で
あ
る

若
者
の
入
職
は
程
遠
い
」
（
井
上

本
部
長
）
か
ら
だ
。

■
定

着
に

向
け

た
課

題
■

【
適
切
な
工
期
設
定
と
工
程
管
理
】

　
５
月

11日
を
皮
切
り
に
全
国
９

地
区
で
行
わ
れ
た
公
共
発
注
機
関

ら
と
の
意
見
交
換
で
は
、
「
週
休

２
日
の
実
現
」
を
テ
ー
マ
に
、
▽

適
切
な
工
期
の
設
定
と
工
程
管
理

▽
技
能
労
働
者
の
適
切
な
賃
金
の

確
保
▽
生
産
性
向
上
（
技
術
者
に

対
す
る
業
務
効
率
化
の
推
進
）

―
―
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
展
開

さ
れ
た
。

　
そ
も
そ
も
週
休
２
日
を
実
現
す

る
に
は
、
余
裕
の
あ
る
工
期
設
定

が
求
め
ら
れ
る
が
、
発
注
者
側
が

提
示
す
る
設
定
工
期
と
実
工
期
と

で
は
、
か
い
離
が
あ
る
。
こ
の
た

め
、
国
土
交
通
省
で
は
歩
掛
ご
と

に
標
準
の
作
業
日
数
な
ど
を
算
出

す
る「
工
期
設
定
支
援
シ
ス
テ
ム
」

を
、
維
持
工
事
を
除
く
全
工
事
に

適
用
し
た
り
、
準
備
や
後
片
付
け

期
間
の
最
低
日
数
（

30日
）
を
工

種
ご
と
に
設
定
し
た
り
し
、
受
注

者
が
土
曜
閉
所
を
し
や
す
い
環
境

を
整
え
つ
つ
あ
る
。

　
工
事
発
注
時
に
発
注
者
か
ら
開

示
さ
れ
る
数
量
計
算
書
や
概
略
工

程
表
に
よ
り
、
「
積
算
が
し
や
す

く
な
っ
た
」
「
工
程
計
画
が
立
て

や
す
く
な
っ
た
」
な
ど
の
効
果
を

体
感
す
る
会
員
が
４
割
超
（
対
象

１
２
９
５
社
）
に
達
し
て
い
る
こ

と
が
、
日
建
連
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
で
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

取
り
組
み
方
法
（
土
曜
閉
所
、
段

階
的
一
斉
実
施
な
ど
）
と
い
っ
た

基
本
方
針
の
策
定
▽
労
務
賃
金
の

改
善
、
適
切
な
工
期
の
設
定
、
現

場
管
理
の
見
直
し
、
価
格
体
系
の

あ
り
方
な
ど
の
方
策
の
具
体
化
と

工
程
▽
業
界
の
意
識
改
革
、
工
期

延
伸
と
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
の
寛
容
に

向
け
た
方
策
の
具
体
化
―
―
の
３

点
。
こ
の
う
ち
、
労
賃
の
改
善
で

は
週
休
２
日
を
前
提
と
し
た
賃
金

れ
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
日
建
連

で
は
、
３
月

27日
付
で
週
休
二
日

推
進
本
部
を
立
ち
上
げ
た
。

　
検
討
体
制
は
、
井
上
和
幸
本
部

長
を
筆
頭
に
「
偏
り
が
な
く
広
角

的
な
議
論
が
期
待
で
き
る
」
こ
と

か
ら
、
会
員
企
業
計

32社
で
構
成

し
て
い
る
。
検
討
事
項
は
、
２
０

２
１
年
度
ま
で
の
５
年
間
に
、
週

休
２
日
を
定
着
さ
せ
る
と
い
う
大

き
な
目
標
の
も
と
、▽
達
成
目
標
、

だ
が
、
開
示
情
報
の
中
に
は
、「
関

係
機
関
と
の
調
整
」
「
用
地
買
収

情
報
」
の
提
供
を
求
め
る
声
も
多

い
。
日
建
連
か
ら
は
、
工
事
工
程

の
「
情
報
共
有
」
か
ら
一
歩
踏
み

■
週

休
２

日
へ

検
討

始
動

■

　
建
設
業
就
業
者
の
年
間
実
労
働

時
間
は
、
全
産
業
の
平
均
よ
り
も

年
間
約
３
０
０
時
間
長
く
、
長
時

間
労
働
の
是
正
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
政
府
に
よ
る
「
働

き
方
改
革
実
行
計
画
」
で
は
、
５

年
間
の
猶
予
期
間
を
経
て
、
時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
が
明
文
化
さ

長時間労働の是正が求められる技術・技能者

　
建
設
業
界
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
週
休
２
日
制
の
実

現
。
政
府
に
よ
る
「
働
き
方
改
革
」を
追
い
風
に
、日
本
建
設
業
連

合
会
（
日
建
連
、
山
内
隆
司
会
長
）
は
今
年
３
月
、「
週
休
二
日
推

進
本
部
」を
立
ち
上
げ
、５
年
後
の
定
着
を
目
標
に
検
討
を
本
格
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。建
設
業
が
魅
力
あ
る
基
幹
産
業
と
な
る
に
は
、休

日
拡
大
と
生
産
性
向
上
が
不
可
避
の
課
題
だ
。
会
員
企
業
の
実
態

調
査
や
今
春
実
施
し
た
公
共
発
注
機
関
と
の
意
見
交
換
会
の
模
様

を
交
え
、
実
現
へ
の
道
筋
を
探
る
。

週週休休２２日日実実現現しし基基幹幹産産業業にに 日
建

連
５

年
後

の
定

着
目

標

推進本部が年内

行動計画を策定

発注機関との会合で発

言する宮本副会長・土木

本部長


